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（Baumeister,Campbell,Krueger, & Voh,2003; 
Crocker & Park, 2004）。そのため、自尊感情


























































































































































項目 F1 F2 F3 F4
（受容・支持的態度　α＝ .912）
　1. 私にアドバイスした .963 -.132 .130 -.052
　2. 今後どうするべきか一緒に考えた .912 -.058 .104 -.166
　3. 私の話を聞いてくれた .886 -.072 -.070 -.010
　4. 反省点を考えさせた .799 -.078 .270 -.003
　5. 私を励ました .784 .088 -.107 .075
　7. 私に共感した .654 .184 -.071 .059
　6. 私を心配した .630 .067 -.164 .134
　9. 特に何もしなかった（＊） -.483 .019 .172 .396
11. 私を見守った .416 .119 -.179 .282
10. 私の気晴らしになることをした .413 .368 -.083 .086
  8. 私にいつまでも気にするなと言った .375 .266 .105 .006
（気遣いの対応　α＝ .746）
13. わざと明るくした -.093 .851 .040 -.166
14. 気を遣った .103 .687 -.019 .007
12. 父親も落ち込んだ -.038 .656 .033 -.088
16. 私に落ち込んでいることと関係のない話をした .106 .393 .209 .076
（責める対応　α＝ .867）
18. 私の非を責めた .045 -.044 .918 .042
17. 私が落ち込んでいることに対して責めた -.036 .229 .801 .044
（普段と変わらない対応　α＝ .685）
20. 私をそっとしておいた -.037 .005 .021 .774




































項目 F1 F2 F3 F4
（受容・支持的態度　α＝ .919）
　2. 今後どうするべきか一緒に考えた .965 -.184 .070 .072
　1. 私にアドバイスした .952 -.152 .076 .089
　3. 私の話を聞いてくれた .823 -.098 -.073 -.012
　4. 反省点を考えさせた .818 -.100 .249 -.038
　5. 私を励ました .741 .179 -.123 -.001
　7. 私に共感した .662 .284 -.131 -.033
　6. 私を心配した .498 .346 -.251 .010
  8. 私にいつまでも気にするなと言った .492 .180 .130 -.134
（気遣いの対応　α＝ .837）
13. わざと明るくした -.082 .772 .148 -.068
12. 父親も落ち込んだ .025 .713 .029 -.029
14. 気を遣った -.030 .693 .094 -.003
16. 私に落ち込んでいることと関係のない話をした -.180 .584 .068 .294
10. 私の気晴らしになることをした .296 .581 -.037 .004
15. 私の好きな料理を作った .102 .531 -.091 .028
（責める対応　α＝ .923）
18. 私の非を責めた .107 .004 .958 .021
17. 私が落ち込んでいることに対して責めた -.022 .190 .863 -.006
（普段と変わらない対応　α＝ .732）
19. 普段と変わらない態度を取った -.004 -.049 -.059 1.024

































　2. すごい、すごかったねと言ってくれた .899 .037
　1. 私の良いところを褒めてくれた .873 -.056
　4. 頑張れと励ましてくれた .868 .058
　3. ありがとうと言われた .638 -.052
　5. 頭を撫でてくれた .615 .039
（けなす　α＝ .835）
　7. 私を叱るとき叩いた .114 .810
　6. 私をよく怒鳴った .056 .773
　9. あれはダメ、これはダメと禁止してきた .086 .751
　8. バカとか頭が悪いとか言われた -.202 .609





　2. すごい、すごかったねと言ってくれた .945 -.018
　1. 私の良いところを褒めてくれた .926 -.027
　3. ありがとうと言われた .875 -.005
　4. 頑張れと励ましてくれた .860 .017
　5. 頭を撫でてくれた .567 .043
（けなす　α＝ .823）
　7. 私を叱るとき叩いた .054 .825
　6. 私をよく怒鳴った .092 .806
　9. あれはダメ、これはダメと禁止してきた .054 .696
　8. バカとか頭が悪いとか言われた -.112 .617






































   1. 私は自分に対して肯定的である
   2. 私は、人並みには価値のある人間である
   3. 私はもっと自分自身を尊敬できるようになりたい（＊）
   4. 自分が全くダメな人間だと思うことがある（＊）
   5. 私はいろいろな良い素質を持っている .832
   6. 私は何かにつけて、自分は役に立たない人間だと思う（＊）
   7. 私は物事を人並みには、うまくやれる
   8. 自分には、自慢できるところがあまりない（＊）




   1. 自分の周りには気のきかない人が多いと思う
   2. 自分の意見が聞き入れてもらえなかった時、相手の理解力が足りないと思う
   3. 自分の代わりに大切な役目を任せられるような有能な人は、私の周りには少ない
   4. 他の人の仕事を見ていると、手際が悪いと感じる
   5. 世の中には、常識のない人が多すぎる
   6. 話し合いの場で、無意味な発言をする人が多い .881
   7. 知識や教養がないのに偉そうにしている人が多い
   8. 世の中には、努力しなくても偉くなる人が少なくない





























項目 F1 F2 F3 F4 F5
（大学生活への期待　α＝ .879）
10 大学で今後の生き方について考えられそうだ .884 .051 .040 .110 -.118
9. 大学で自分が成長できそうだ .788 .060 .000 -.024 .113
5. 大学で学ぶことで自分を深めることができそうだ .715 .028 -.002 .083 .082
6. 自分のやりたいことが大学でできそうだ .610 -.011 -.039 .073 .172
8. 興味のあることが大学で学べそうだ .487 -.022 -.017 -.057 .419
1. 大学ではいろいろな可能性が開けていると思う .438 .379 .208 -.108 -.066
（大学生活充実感　α＝ .846）
17. 大学生活が楽しい -.019 .901 .098 -.097 .036
13. 大学は居心地が良い .229 .699 .075 -.027 -.180
2. 学内の友人関係に満足している -.086 .650 -.354 .158 .067
15. 大学では周囲に溶け込めている .102 .488 -.080 -.075 .060
18. 大学の授業が面白い -.044 .449 .215 -.124 .284
11. 大学では周りの人と楽しい時間を共有している .363 .438 -.215 .151 .021
（孤独感　α＝ .747）
22. 大学の友人の中では浮いていると感じる -.057 .168 .807 .045 .034
19. 大学で孤立感をおぼえることがある -.099 .091 .748 .011 .126
3. 大学で寂しさを感じる .175 -.149 .657 -.019 -.139
7. 大学で本当に親しい人はいない .173 -.388 .520 -.010 .065
（友人・学生生活への不安　α＝ .697）
21. これからの大学生活の先が見えず不安である -.096 .043 .149 .750 .061
4. 将来の進路について不安である .310 -.122 -.127 .599 -.038
12. 年間の 4 大学生活で何をしたら良いのかわからない -.035 .048 .316 .469 -.153
16. この大学は自分に合っていないような気がする -.163 -.065 .190 .411 .112
（学業満足感　α＝ .810）
20. 学びたいことが大学で学べている .270 -.074 -.003 .074 .757












































　受容・支持的対応 2.82（.58）39 2.69（.75）45 2.67（.65）29 2.57（.79）48 .85
　気遣いの対応 2.03（.61）39 1.94（.77）45 1.89（.69）32 1.80（.68）47 .76
　責める対応 2.73（.70）39 2.42（.79）45 2.41（.85）31 2.51（.90）48 1.23
　普段と変わらない対応 2.80（.77）39 2.77（.93）45 2.93（.84）32 2.69（.86）48 .57
（つらい時の母親の対応）
　受容・支持的対応 3.26（.62）43 3.32（.67）44 3.07（.81）37 3.09（.84）48 1.18
　気遣いの対応 2.64（.80）43 2.52（.70）44 2.30（.87）37 2.22（.74）47 2.07
　責める対応 1.94（1.03）43 1.48（.70）44 1.60（.93）37 1.89（1.00）48 2.45 †














　父ほめる 2.77（.80）39 3.09（.80）45 2.55（.73）33 2.47（.96）48 4.92** 自尊 > 仮想 **, 萎縮 *
　父けなす 2.02（.83）39 1.61（.61）44 1.79（.75）33 2.23（.88）47 5.28** 全能† > 自尊 , 仮想 > 自尊 **, 萎縮†
　母ほめる 3.20（.66）43 3.42（.61）44 3.09（.85）37 3.04（.85）48 2.21 † 自尊† > 仮想
　母けなす 2.18（.80）43 1.62（.69）44 2.00（.86）37 2.09（.72）48 4.51** 全能 **, 仮想 *> 自尊













　大学生活充実感 3.08（0.56）43 3.06（0.54）45 2.85（0.59）48 2.80（0.74）37 2.38  †
　孤独感 2.25（0.73）43 1.78（0.62）45 2.08（0.67）47 2.35（0.80）37 5.54 ** 全能 *, 仮想 **> 自尊
　友人・学生生活への不安 2.46（0.75）42 2.10（0.52）44 2.49（0.65）48 2.77（0.60）37 8.60 ** 全能 *, 仮想 **, 萎縮 *> 自尊
　大学生活への期待感 3.17（0.62）42 3.17（0.50）44 2.91（0.68）48 2.85（0.70）36 3.05   * 全能 , 自尊 > 仮想†
　学業満足感 3.17（0.64）43 3.15（0.57）44 3.03（0.68）48 2.84（0.78）37 2.32  † 全能† > 仮想
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